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1	 肖像権
自らの容貌や姿態を、みだりに撮影されたり、録画されたりしない権利をいい、

憲法13条の幸福追求権の 1つとして保障される

2	 自己情報コントロール権
憲法13条による個人の私生活上の自由の 1つとして、何人も、その承諾なしに、

公権力によってみだりに私生活に関する情報を収集・管理されることのない自由
をいう

3	 制約
いずれも公共の福祉による制約を受け、目的の正当性、手段の相当性等により

許容される範囲であるかどうかが判断される

4	 事例の検討
以下の検討から肖像権及び自己情報コントロール権に反しない

⑴�　犯人検挙と被害回復という目的は正当である
⑵�　撮影画像は記録・保存されず、一定期間後に消去される上、各警察で管理が
されており、手段も相当である

全国各地の道路上にはNシステムと呼ばれる自動車ナンバー自動読取システムが設置されて
いる。これは、道路上に設置した端末装置のカメラで通過する車両をとらえて撮影し、そこで
得られた当該車両の走行情報（特定の車両が一定方向に向けて特定地点を通過したというも
の。）を端末装置に内蔵されたコンピュータで高速処理し、自動車登録番号標の文字データの
みを抽出し、これを通信回線で各都道府県警察の警察本部に設置された自動車ナンバー照合装
置に送り、自動車ナンバー照合装置のコンピュータが当該データとあらかじめ登録されている
手配車両のデータとを自動的に照合するものであり、自動車使用犯罪発生時において被疑者車
両を速やかに捕捉して、被疑者を検挙する等のために使用されている。当該データは一定期間
各警察で保存された後に消去されている。また、Nシステムでは搭乗者の容貌・姿態が撮影さ
れた画像が最終的に記録・保存されることはない。
Nシステムが肖像権及び自己情報コントロール権を侵害するものかどうかについて述べなさ

い。
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本 書の利用ガ イド

本書は、令和 8 年の本試験で出題が予想されるテーマを精選した上、試験時間内に
書き上げることができるよう答案例を簡潔にまとめた実践的な論文集です。

● �法学論文・実務論文編の中から、試験に出やすい問題を更に厳選して、101
問掲載しています。

● �答案の要点だけをまとめ、ダイジェスト化することで、更に暗記がしやす
くなっています。

◉ 暗記用ダイジェスト編

法学論文・実務論文編の中
論文から、特に重要な問題
をセレクトしました。

法学論文・
実務論文編の問題

答案の分量を約50％減量
し、暗記しやすいようにし
ました。

要点をダイジェスト化
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全国各地の道路上にはNシステムと呼ばれる自動車ナンバー自動読取システ
ムが設置されている。これは、道路上に設置した端末装置のカメラで通過する
車両をとらえて撮影し、そこで得られた当該車両の走行情報（特定の車両が 
一定方向に向けて特定地点を通過したというもの。）を端末装置に内蔵されたコ
ンピュータで高速処理し、自動車登録番号標の文字データのみを抽出し、これ
を通信回線で各都道府県警察の警察本部に設置された自動車ナンバー照合装置
に送り、自動車ナンバー照合装置のコンピュータが当該データとあらかじめ登
録されている手配車両のデータとを自動的に照合するものであり、自動車使用
犯罪発生時において被疑者車両を速やかに捕捉して、被疑者を検挙する等のた
めに使用されている。当該データは一定期間各警察で保存された後に消去され
ている。また、Nシステムでは搭乗者の容貌・姿態が撮影された画像が最終的
に記録・保存されることはない。

Nシステムが肖像権及び自己情報コントロール権を侵害するものかどうかに
ついて述べなさい。

無断で撮影することは肖像権、自己情報コントロール権の侵害に当たり、許
されるものであるかどうかを説明する。

1	 結論
Nシステムは肖像権及び自己情報コントロール権を侵害するものではない。

2	 肖像権
⑴　意義

自らの容貌や姿態を、みだりに撮影されたり、録画されたりしない権利をい
う。判例上、肖像権と明示したわけではないが、憲法13条の幸福追求権の1つ
として保障される。

答案作成上のポイント

⑵　制約
正当な理由なく、個人の容貌等を撮影することは許されないが、公共の福祉

のために必要がある場合には、制限を受ける場合がある。正当な目的の下、そ
の方法も相当とされる範囲内であれば許容される。

3	 自己情報コントロール権
⑴　意義

憲法13条は、国民の私生活上の自由が警察権等の公権力の行使に対しても
保護されるべきことを規定しており、この個人の私生活上の自由の一つとして、
何人も、その承諾なしに、公権力によってみだりに私生活に関する情報を収 
集・管理されることのない自由を有する。
⑵　制約

公共の福祉のために必要がある場合には、相当の制約を受ける。当該情報の
性質、利用の目的、方法の正当性等を総合して判断する。

4	 事例の検討
⑴　肖像権について

Nシステムは犯人の検挙や被害回復を早期に図るために導入されているもの
であり、その目的は正当である。
また、Nシステムにより、搭乗者の容貌・姿態が撮影されたとしても、それ
は一時的なものであり、最終的に記録も保存もされないのであるから、人間が
視覚的に認識することはできなくなっているところ、その方法も相当といえる。
したがって、肖像権を侵害しているとはいえない。

⑵　自己情報コントロール権について
走行車両の情報が大量に収集されると、当該車両の使用者の行動が一定程度
推認し得るため、制限なくその走行の情報を収集することは認められない。
もっとも、前記⑴のとおり、Nシステムの目的は正当なものであるし、各都
道府県警察で管理も適切にされ、一定期間後は消去されることから、大量に集
積されるおそれもない。
したがって、自己情報コントロール権を侵害するものではない。
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警部補	 ３位

警部	 １位
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答案作成上のポイントでは、答
案に書くべきポイントを掲載し
ました。これを一読すれば、何
を書くべきかが分かります。

「書くべきこと」を掲載
試験時間内で書くことのできる
実践的な答案例です。

試験でそのまま書ける

重要語句は太字になっているの
で、覚えるべき箇所が分かりや
すくなっています。

重要語句を太字に
問題は、試験で出題される可能
性の高いものを近年の傾向等か
ら厳選しています。

厳選された問題

● �法学＆実務でたっぷり238問掲載しています。
● �試験時間内で書けるよう、中論文は見開き 2 ページ、簡記は 1 ページに収

めました。

◉ 法学論文・実務論文編
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階級別
出題ランキング

Best3
論文試験出題テーマランキング上位

Best3 を、階級ごとに科目別にまとめ

ました。最優先で学習するテーマの目

安としていただければと思います。

なお、「管理」に関しては、本書では掲

載問題数が少ないこと、警察公論令和

8 年 4 月号付録「管理論文2026」で

特集を組むことから、本書ではBest3

の掲載を見送っております。

また、「サイバー」に関しては、単独

の科目として出題されている都道府県

がまだ少ないため、「生活安全」「警備」

のページで傾向をご確認ください。

試験によく出る
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　　　　　被疑者の権利ではココをチェック！

法定手続の保障、不当に逮捕されない権利等の、憲法に定められた被疑者の人
権保障を正確に挙げられるようにしましょう。

　　　　　逮捕における令状主義ではココをチェック！

逮捕における令状主義の考え方を論述できるようにしましょう。特に緊急逮捕
の合憲性は頻出テーマです。

　　　　　住居の不可侵ではココをチェック！

検視のための立入りや、警職法上の立入りと住居の不可侵の関係について論述
させる問題が頻出です。

ベスト 3 以外ではココもチェック！

自白や、憲法改正についても注意しましょう。

Best1

Best2

Best3

出題ランキング Best3
被疑者の権利

逮捕における令状主義

住居の不可侵

試験によく出るランキング

Best 1

Best 2

Best 3

巡査部長
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暗記用

ダイジェスト
法学論文・実務論文編の問題の中で試

験に頻出の問題をセレクトし、記憶喚

起の助けになるよう答案の骨組み部分

（重要部分）をダイジェストにしました。

まずはダイジェストを覚え、そこに内容

を肉付けしていくと、効率よく勉強が進

みます。
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1	 肖像権
自らの容貌や姿態を、みだりに撮影されたり、録画されたりしない権利をいい、
憲法13条の幸福追求権の 1つとして保障される

2	 自己情報コントロール権
憲法13条による個人の私生活上の自由の 1つとして、何人も、その承諾なしに、
公権力によってみだりに私生活に関する情報を収集・管理されることのない自由
をいう

3	 制約
いずれも公共の福祉による制約を受け、目的の正当性、手段の相当性等により
許容される範囲であるかどうかが判断される

4	 事例の検討
以下の検討から肖像権及び自己情報コントロール権に反しない

⑴�　犯人検挙と被害回復という目的は正当である
⑵�　撮影画像は記録・保存されず、一定期間後に消去される上、各警察で管理が
されており、手段も相当である

全国各地の道路上にはNシステムと呼ばれる自動車ナンバー自動読取システムが設置されて
いる。これは、道路上に設置した端末装置のカメラで通過する車両をとらえて撮影し、そこで
得られた当該車両の走行情報（特定の車両が一定方向に向けて特定地点を通過したというも
の。）を端末装置に内蔵されたコンピュータで高速処理し、自動車登録番号標の文字データの
みを抽出し、これを通信回線で各都道府県警察の警察本部に設置された自動車ナンバー照合装
置に送り、自動車ナンバー照合装置のコンピュータが当該データとあらかじめ登録されている
手配車両のデータとを自動的に照合するものであり、自動車使用犯罪発生時において被疑者車
両を速やかに捕捉して、被疑者を検挙する等のために使用されている。当該データは一定期間
各警察で保存された後に消去されている。また、Nシステムでは搭乗者の容貌・姿態が撮影さ
れた画像が最終的に記録・保存されることはない。

Nシステムが肖像権及び自己情報コントロール権を侵害するものかどうかについて述べなさ
い。

肖像権、
自己情報コントロール権01
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全国各地の道路上にはNシステムと呼ばれる自動車ナンバー自動読取システ
ムが設置されている。これは、道路上に設置した端末装置のカメラで通過する
車両をとらえて撮影し、そこで得られた当該車両の走行情報（特定の車両が 
一定方向に向けて特定地点を通過したというもの。）を端末装置に内蔵されたコ
ンピュータで高速処理し、自動車登録番号標の文字データのみを抽出し、これ
を通信回線で各都道府県警察の警察本部に設置された自動車ナンバー照合装置
に送り、自動車ナンバー照合装置のコンピュータが当該データとあらかじめ登
録されている手配車両のデータとを自動的に照合するものであり、自動車使用
犯罪発生時において被疑者車両を速やかに捕捉して、被疑者を検挙する等のた
めに使用されている。当該データは一定期間各警察で保存された後に消去され
ている。また、Nシステムでは搭乗者の容貌・姿態が撮影された画像が最終的
に記録・保存されることはない。

Nシステムが肖像権及び自己情報コントロール権を侵害するものかどうかに
ついて述べなさい。

無断で撮影することは肖像権、自己情報コントロール権の侵害に当たり、許
されるものであるかどうかを説明する。

1	 結論
Nシステムは肖像権及び自己情報コントロール権を侵害するものではない。

2	 肖像権
⑴　意義

自らの容貌や姿態を、みだりに撮影されたり、録画されたりしない権利をい
う。判例上、肖像権と明示したわけではないが、憲法13条の幸福追求権の1つ
として保障される。

答案作成上のポイント

問  題

ダイジェストはP046を ！答 案 例

警部補	 ３位

警部	 １位

出題率ランク

ナンバー
読み取り
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⑵　制約
正当な理由なく、個人の容貌等を撮影することは許されないが、公共の福祉

のために必要がある場合には、制限を受ける場合がある。正当な目的の下、そ
の方法も相当とされる範囲内であれば許容される。

3	 自己情報コントロール権
⑴　意義
憲法13条は、国民の私生活上の自由が警察権等の公権力の行使に対しても
保護されるべきことを規定しており、この個人の私生活上の自由の一つとして、
何人も、その承諾なしに、公権力によってみだりに私生活に関する情報を収 
集・管理されることのない自由を有する。

⑵　制約
公共の福祉のために必要がある場合には、相当の制約を受ける。当該情報の
性質、利用の目的、方法の正当性等を総合して判断する。

4	 事例の検討
⑴　肖像権について
Nシステムは犯人の検挙や被害回復を早期に図るために導入されているもの
であり、その目的は正当である。
また、Nシステムにより、搭乗者の容貌・姿態が撮影されたとしても、それ
は一時的なものであり、最終的に記録も保存もされないのであるから、人間が
視覚的に認識することはできなくなっているところ、その方法も相当といえる。
したがって、肖像権を侵害しているとはいえない。

⑵　自己情報コントロール権について
走行車両の情報が大量に収集されると、当該車両の使用者の行動が一定程度
推認し得るため、制限なくその走行の情報を収集することは認められない。
もっとも、前記⑴のとおり、Nシステムの目的は正当なものであるし、各都
道府県警察で管理も適切にされ、一定期間後は消去されることから、大量に集
積されるおそれもない。
したがって、自己情報コントロール権を侵害するものではない。
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